
昭 和 53 年 度

第 13回 全 量 バ ズ 学 習 研 究 集 合

略 ホ層 53年 10月 20日 (金 )
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豊 町 立 豊 小 学 校



研 究 会 要 項

1‐  日 程
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昭澤□53年度 教育研究計画

: 研究主題

こどもひ とりひ とりの能 力を開発 し学理効果 を高 める方策 を深 めて

副隷  学習指導の効率化 と教育機器の活用

2 (乍業 目漂

(1)教 授 =学 習過程に機器 をどう組み入れ るか。

TV教 材  シー ト学習  OHP AN プラネタ リウム  AM放 送

等 を組み入 れた教授 =学 習過程

(2)機 器導入に より学習集団の組織 をどう変 えてい くか .

磯器 を組み入れ るこ と(こ まり教 g輌の役割は  どう変わるか。

学理集団の組織化は どう変わるか。

発明 勤言 (ま  どう変 わるか。 (行動化 ヽ

(3)学 年  教科に もっ ともかなった教授 =学 習過程・ 教授 =学 習形態

をどう組織 したらましヽか。 (最適化 )

(4)ど のよ うに して学年共 1司経営の実 を上 〔ザていったらよいか。

1  3 
研究,の方法 と計画

(1)研 究 の方法

ア 学校課題 (全校 )

・ 授業研究 (グループ )

・ 理論 と実践の累積

・ 粟技  実習 (教育機器 )

・ 学年部会 の相互の研究

り教科研究部の相互の研究

1 -… … … … …



イ f学年 課選 (郡会 )

・ 資澤斗 (ソ フ トウエア )の開発

・ 機器 (ハ ー ドウエ ア)の組み入 れ

・ ソフ ト ハ ー ドの学習効果 の研究

、
攣機器 システム と具体 的研究

・ 学校 課題 へ の提案

(2)研 究計画

1 4用

: 5～ 7月

i 8-9月

: 11-1周

・ 計画作成

・ ソ フ ト ハ ー ドの研 修 :

多研のアエウ

　

究

下

　

研

一
　

業

ハ
　

授

・ TP作 り

: 10月 20日

・ ソ フ ト ハ ー ドの研 修 :

・ 授業研究

4 研究のキ旨釜十

(1)研 究 島―ス とイ固A 学年‐コース

(2)実 践 に対 する基本的 な考 え方

ア 数師の役害瑾

・ 提示機能 (内容伝達 1青報提示機能 )一
|

■ ―琴欠ダ難と言平個
・ 制鶴]機能 (反応要求情報提示機能 )一

ゴ
     :

(発言 動作  ノー ト点検  テス ト分析 )
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教育機器と最適化 《媒体特性チェッタリストゝ
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研究主題==⇒
く作業轟標)  :

宇 授業過程の最適化 (理論  実践 総合 )

1学 年 共 同経営

学習形態

の多様イヒ

学習集団

の組織イヒ

→ 全体研

:効率 的 学習形態

学年 部研

教科部驀

教 糧部研

。わか 鶴授業

。わか らないこ とが

わか らない といえる

学習集団



オ 教育目標 命徹底

授業 のねらいの明確化
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¬ _亜蜜 空 運 壼 II_■ 主 りひ とつの学習権保障― 一

指導の主体

指導の主体 |よ機器ではな く教師

(学習指導 を効率化す るための機器利用 )

効率化

キ 記録 の積 み あげ
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(教材の分析 計画 授業案作成》

学年部会 教科部会

(教材の分析 授業案検討 授業案修正 )

護l・ f壬

(授業記録 評価 チごック )

学年部会 教科部会

〔教授 ′=学 習過程の分析 )

学年郡会 教科部会

(改善案作成 )

――学年部会 教科部会
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わ 研究の概要

AN
忠-1
4-2

算 数

算嶺

3～ 5 応用ェ学
〇 (2名 )

8～ 10 基 礎 工学
② (2名 )

と3～2b 基 礎 工学
0(2名 )

参-1む
全国 放 送 教 育曖

(4名 )

垂̂5～

「
広 島 県 /卜視鞣 党

教 育秩 (4理 )

1～ 2
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職 員研修

屋 内体 育館 で音楽朝会

13   3-1  奪象費気
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6-1 ≡里オ斗

21  5-2  王里赤斗

5 3-2 社 会

複式   算 数
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6 教科担任時間割表

(1)教科担任教科時数
|

|

6-1

(認 )自学級担任教科時数

|

―― -6-一 ―

1 時数内訳
:

道
　
一　
１

司

も-2

「

~~~

1専 科

担 ■,任 国 イヤ 習 社 算 理 立籠 図 家 1体

A 女 12 4 41

5… 2 醸 男 8 12 1

|
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|

|

D 女 8 4 4
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算 叡 科 学 習 指 導 案

1  日 時    略 ホロ露年 11)月 29日  (金 )

2 学  年   第 2学隼   男子 14名

3 単 元  か さしらべ

轟 卑元の指導観

5:

指 導 ・者 ゛

9 1 4d3  ⌒‐

本

　

２５

花

　

神

喬 二

女 子 27名  計 41名

(1)第 1学年で 1ま 2つ の容器に入 る水 準りか さを直孝妾比 E技 じた リ  コッ

プ などの任意単 1立で「イ可ばい
/77k」 として♭ヒ較 し 測定の素地才旨導

を してきた.第 2学年で 1ま  これ を受 tす て 普遍単位 (境  受̀を 用

い ること ますを現いて
'員

1定す ることに進 めるわけである。元来

か さの ,員」定_は連続量 をますで「何 ばい分」 と減

"さ
ってしヽ くのだ

か ら 時計の読み 長 さの浜1足  などよりも素朴 な方法 である。

それだ :す に実測 を重 ん じて寺旨導 すれ ば か さの王望解 も '員」=技
言猛

も身につ tす ることがで きる。

(2)か さ:ま 3次元の量であるために  その量感 tょ  大 さの場合 より1ま

つかみに くし`さ児童は 英夕疑電を達 じて しだいに量感 を養 ってしく

のであるが  実澳」を多 くすれ 1ま よい とい うので 1ま な く '員1な,1に

あらか じめ量 を予想 して測 らせ るとか 牛茅Lび ん とかバケツなど

・  身近:な入れ物の容tlを
r電
ぇでせてお くなど ぎく,も うヽして扱 いたい。

(3)か さについて も加減計算が可能であること (f:の 刀□法性 )を 壇麻

1さ せ るハ実際 (こ水 を使 って操作 機なが ら具体的に理解 させ
。その

畿才由象的 なず
」
r計算に進 める )た だL 事鬱難勺な計算に うつぅてか

らも 71■に便利 な数室 を利用 し繰 り返 し実

'員

1を させて 量の実感

を もたせ るように したい。

「ゴ 標      `.  ごギ

(1)71Kの か さ (ま ますで
'員

1る こ とを矢□らせ  ます を用 いて
'員

1定で きる よ



うにするとともに かさの観念および量感を養 う.

(2)か さ脅単位曜 二 および単位関係を知らせる.

6 指導計画

第 1次  繁黒 位の理解  ますを用いた
'員

1定。 1時 限 (本時 )

第 2次  感単位の理解  =と虚 の単位畷係f) 1時限

第 3次  単位換算 複基数の表わし方 か

さの加減計算。        1      1時 F浸

薬 4次    カロシ義言十算  量 の大ノ1ヽ  か さ〔こつ ′ヽ` 
′

での通 層 な どの復習。       2時 限

7 単 元 の 制な 襲係 一  L:彙‐■.デ
1■
111 1‐ |

1■‐ : ・          ・ '′  '

1年  か さ くらべ  直接比較  問拝♭L較 任意単位

2等 高理解メ丁遍
|

五二   直方体 の体 積  寒積  C m3 cc m3

8 単元の展開

(1)本 時 の主報

か さの単
`憲
じを知 り '員uF技能を身につ tす る。

(2)本 時の目楳

かさの筆く立1デ シリットル紗量を矢□らせ 1ご√ますで71Kの かさを員1   _

るようにし 量感をL戴 。

(3)本 時 の 目標行動

1デシリットルの量を知り 聰″責すを使ぅて し`ろいろな容器に

入 ってい るフトの か さを灘 るこ とカミで きる。 また '員1っ たか さが
何之

で あったか を言己録 した り 発表 す るこ とがで 警る。

′  g_
1

―
）

雛
ヽ
つの一疋

Ｂ
メ隼

む



(4)下 位行動 目標

⑬  フKと うに入 ってい る水 のか さを  IIヽァプ何 {ま い分 かで Lヒベ るこ と

が で きる。

(1)コ ン`プ の大 きさ :ま 色 々め るので  紙 に書 い た I〕 人 に知 らせ た りす

るこ とが で きない こ とを指摘 で さる喩

′◎  さめられた共通のますを暫う1と 1・難ホ||で あることが言える.

③  lデ シ |プ ットル (1(盤)ま すを指摘でさろゅ

④  l証 を 1デ シリ ンヽトル と読むことができる。

⑤ iZを 正しく書さ表わすことができる。

O 本 を %蓼春 に し` っ (ゴ しヽ 入 れ  それ を 1〆轟ま´丁(こ う Jつ し と つ  イ可 1ま し`

入 って い たかが言 え る。

0 1/ιますに3ばいあれば「 3/EJ 81ょいあれば「 8ご豊 のょう

に言 うこ とが で き る。

③ 粟,員Jし たかさを 何/Cと書き表わすことができる。
③ 冥り資」をして 端下の嘔た場合「 5誌ιとちょぅとJ「 もう少 しで 懇

三λ 「 5三ヱぐらしヽJ等 とい うことが言える書

(5)下位 目標のォ日二斑係図

O― ①-0-・ 01/′
④~° ＼

Ъ __。 _一③＼＼、⑤一一-0/

(6)コ ース アウトライン

⑬ 一
三

Ю

一
→

⑫ ―

ヽ

墟
)一 ‐ 〕

① →  K)一
■

。

一

摂

λ :一 DI一
ギ
Ю

(7)準 備 物

教 ∠之ます ゃかん 牛乳びん コンヽプ ジュースびんなど
71Kを 入 れ たバ ケ ツ 成位 の練 習 用紙  記 録 義紙  彎ヽ 黒 板

OHP TP

児  水 を しヽ ■ぱ い入 れ たい ろい ろ な容 恭  ぞ うさん
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社 会 科 学 習 指 導 案

指 導 者 久ヽ 保 敏 :′り乱

1 日 時   昭ホロ田年 10月 20日 (金) 9:40 ～ 10325

2 学 年   第 4学年 1組  男子 13名 女子 15名  計露名

3 小単元   島の くらし

4 単元設定の理由

・  「 島 の くらし」 のノjヽ車元 は  「 さまざ まな土地 の くら しJ

の 大単元 の中 のひ とつ として設
=し
てい る.児 重 |ま  4年 生

に な って 広島県 内の各地 のA々 の くらしや産業 は  その上

地 の 自然条件 や交通 の条件 などに よって ちが うこ と また

人 々 :ま  その土地 の 自然条件 を生 か し 生 産を 高 め る ために

努力 してい る こ とを 郷土豊醒丁と対比 しなが ら学習 して きた。

この単元 で 1ま  この よ うな見方 1を よ rひ ぃ っそ う深 め星視 野 を

日本全体 に拡大 し 国 内の特 色あ る地域 を選 んで学 習 をすす

め させ よ―うとす る もので あ る .

本 小単元 は 自然条件 の中 の地 形的 な特徴 で あ る 1ま なれ島

を選び  A々 の くらし と自然条件 とのかか わ りを学 習す る内

容 で あ る.

・  本 学級 の児童 は 社会科 においでの見学 や視察 す るこ とに

は興味 を示 して さた。 ま とめた り発表 した りす る段『皆では

不慣れ な面が あ る。 また 地 図 や グラフ などの資料 の読み と

りや活 用の方法 な どにつ いて も不慣れ で あ る。更 に  県内の

学 習 をした とさに  郷 土豊田丁と関イ系づ けて考 え るこ とカミで さ

〔こくか った .。

・  そこで  授業 の展開に あたって は 種 々の資料 を示 し

の読み とり方 やり舌用 の経験 を積み あ 1ずてい さたい。 また

し 1 ン

13  -
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じような条件にある郷土豊町 の人 々の くらしと文彬しさせ  共
.こ う  ` ■.:~ .`:' 十■ィ:ら  、 ・ぐ
通点や相違点に気づ くように留意 して学習 を進めたい。

5 目 標 、、_.

(1_)国 内の各地で それ ぞれの地形や気候な どの条件 の もとに

特 色ある生り舌をしていることを理解 させ る。

(2) さまざまな地形の中で 人 々 1よ  その土地 の特性 を生か し

不春瑾な条件 を克服 して 生産や生り舌の道 を切 り開いてい るこ

とを理解 させ る。

(3) どの土地 におし`で も 先人が努力 し 現在 の人々が それ らを

受 |すついて
｀
■夫や努力を続 けているこ とを知 らせ 人間生活   暉

と自然 と,密接 な関癬につしヽて考 えさせ る。

(4)郷 土豊町 の生産や生活 と対光 して 共通 点や相違点に気づか

せ な
`上

の今後 の発展について考 え させ る。

(5)地 図やグラフなどの資料を活用して考察させる。.

6 指導計画

4時限

第 2次   島の くらし 一一-5彎寺I猥

(1)島 の位置や交通のようす     -1時 限

(2)気 イ1美 と くら し 1群寺将畏

(3)農業のようすとその問題点     1時 限 (本時 )

(4)漁業のようすとその問題点     1時 限

(5)ま iと め 1時 1猥

7 本時の計画

1》 目 l標  沖縄県鈴石垣島の農実のようすを理解させ その問題点に
)ヽ0し てヽ 郷 土 識暉 呼 くらしと対比 しで考 え させ 轟Jレ 'タ

誓)日 蘇行 硼 石 垣 島では をと うさび・ パイナ ップル の生産が中心 とな

14-一―――一



って生活 を支え 野菜 や くだもの 1ま 買い入れてい る現状 を

説明で き 農業の人手 不足 などの強題が指摘で きる。

3)下 位行動 目凛

①R l年中暑 く 降 71K量 の多しヽ土地 であることが指摘で きる。

◎ R台 風が来 る年 と来 ない年では 降珂ヽ量にたいへ んちがいが あること

ヵミ指 摘 で き る。

③R遠い 1ま なれ島で 交通が不侵であるこ とが指摘で きる。

③  農作物 1ま さとうさび・ パイナ ップルが中 rLlで ぁ ることが説明で きる。

⑤  さとうさび・ パイナ ァヽプル :点  気候 や t・it_形に運iし たイ年物であるこ と

が わかる。

⑥  さとうさび・ パイナップルは 特麗物 として売れることがゎかる。

①  米・野菜 `ぐ だもの1よ  わずかしか作 ってないことがわかる。

③ 不足するものは 沖縄や本土から賞しヽ入れて与ヽることがわかる。

○ 生り舌を支えているもの |ま  さよう書ぴ 。パイナ ンヽプルであることが

説明できる。

③ 農業で 1ま 人手不足がしんど くな問題であることがわかる。

働  蓄産業が目だって、も、えてきたことがわかる。

②  農業だけで i寡生活が苦 しくなってしヽることが説 8月できる。

4)下位悪楳行朝鈴相互鸞イ系図

5)コ ース アウ トライン

loR oR ③RI一一③―運甕褻……⑦一Ю一-9    -0-一・③
6)教 授・ 字習過程 (プ ロセス フ爵―チャー ト)

― ¬
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1  日 時   堪ホロ弱隼10月 捜導日 (金 ) 1_む

2 字 隼  義 も学年 2経  男子 12名

摯 小単元  武士の世の中 12,

4 革元敲定の理 由

者

　

特
　

一亀

通
一
　
　
　
　
・２

種

≪

好

土 井紀 美 子

1.1 1 30

溺+24理

「武士の世グ)中 (2)」 とい うオペ・単元事 第 2卑
=「
日

本 のあゆみJの 第 4小単元である。

本小車元は 指導姜笹の内容 (2)の 二・ オを受けて構成

されている。この小単元で 1ま 信長・ 秀吉 に代表 され る兵農

分撃や 城下町づ くりが全国統一 を達 成 させ 銀国 身分制

度 などの江:戸幕府 の政治が  それ をより確か なもの として

江 戸時代封建社会 を完成 させて きたこ とに気づかせ るもので

あ る。                  :

本 学級 児 のほ とん どが 今 日の くら しが歴 史的 に形成 され

て きた ものだ とい う観念 よ りも 遠 い音 ので さご ととして と

らえてお り 盛 ん な矢□識欲 を もってい る子 で さえ も 参考 図

書 類 に書 かれ てい るこ とを ただォ ーム返 しに答 え るだ tす で

あ る。 しか し 歴 史 を通 して子イ共達 に 自分 としての意 見 を も

たせ  A間 のあ り方  自分 の生 き方  現 実の世 の中 の あ り方

を深 く考察 してい くよ うに導Lく べ さだ と思 う。

そこで  授業 の展開に あたって 1ま  実」談を伴 う髪ず角準を導 さ

や すい資澪ドキを選択 して  イメ ージを具体 的 に描 かせ  その当

時 の社会 事象 を とらえ させ るよ うに努 めてい る。尚 今待 は

子供達 自 らを暦史の中に投入 させて 願 しヽ 悩 み  喜 び など

を感 じとらせ  それ と対話 を させ る よ うに導:き たい。

19-……………



わ 目 様   安土桃山か ら江 :戸にかけての主 なで 書ごとを もとに しなカミら

天下が統一 され 検地  刀狩 り 身分制 度など武士中むの幕

藩体制が整 えられてい く過程 を考察 し 当時 の人 々の生活や

文 化の様子 を理里解 させ る。

6 指導計画  武士 の世の中 (2)一一―一一一―一 一―一― ―― 全 16時限

第 1次  天下の統一 _________― -2時 限

第 2次  江戸幕府の政治 ――――一一二-7時 限 (本時手 )

第 3次  産業 と文化 一一 ―一一――――一-3時 眼

第 4次  幕府政治のぉこ リーーー__―一一-4時 限

7 本時 の計画

1)主  題   農民 の <ら し

2)目  標   「慶資 の御触割  「 家康のこ とば」 「五公五民のか ら くり

」「五人組」 の制度 を学ぶ中で 鷹キ氏が苦 しい生活 を強い

られ たこ とを理 筆 させ  その背景 を i聾 求 で き る。

3)強 標行 御  さび ししヽ等 黄 の とつたてゃ と つしま つに よって 農民 :ま 苦

しい生予舌を強 い られ たこ とをキ旨癖 で さ その背景 を も許」明

で きる。

4)下 位 目標行動

① 江 /m―時代に大長の農民 1ま  朝貧〔まどろどろのそぱがゅをすす り 夕   _

寝 をしていたことを読j明 できるっ

◎  「慶安の鶴磯虫書Jの 咽容を知る。

○ 義民 |ょ衣貧
`主

など その自のくらしまで制限されていたことが い

え る。

④ 武士 1率 晨機′に最低の生活をさせて 生産の増強をi恵 からせ 年黄
を 多 くとろ うと した こ とが ぃ ぇ る。

一―一―-29-一――



①   「百費生は  生かさぬよう〔こ  殺 さぬよう(こ」 とい う■
~葉
から  幕月干

1虫 農民 を年貢 を納 める道具 として■1」ていたことを才旨瓶できるひ

⑥ 晨_民 1ま年貢米 を 人公二民の比率でとりたてられていたこと基いえ

る。

⑦  五 人組 の し くみ に よって 年 貢 をお こた った り 罪 を犯 す者が で な

しヽ よ う(こ したこ とを芋旨I両で きるの

③  暮府 が農民に対 して重 い隼貢 や厳 し′い さま りをつ くったの 1ま  幕府      |

藩 の財政  武士 の生活 響 を農民の隼貢 に よって まか な う為で あ つ      |

このこ とは 農 民の力 をお さえ るこ とに な ったこ とを説 E月で きる。     |

5)下 位 目楳行動 の相 互関係 図
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